









写真 2　記念講演会で記念講演中の森長岡市長 ( 左 ) と来賓挨
拶をされる文科省磯谷審議官 ( 右 )。
雪氷防災研究センター「創立50周年記念講演会」を開催






















































































































































































































































































































　　　　　　 URL : http://www.bosai.go.jp　e-mail : k-news@bosai.go.jp
　
2015年2月27日発行　※防災科研ニュースはWebでもご覧いただけます。
独立行政法人　防災科学技術研究所編集・発行
　
発 行 日
2014年度日本雪氷学会賞を受賞
　雪氷防災研究センターの石坂雅昭研究参事、
山口悟主任研究員、及び阿部修契約専門員が
2014年度日本雪氷学会賞を受賞し、2014年9月
20日から22日に青森県八戸市の八戸工業大学で
開催された雪氷研究大会（日本雪氷学会と日本雪
工学会の合同大会）で授賞式が行われました。
　石坂雅昭研究参事は「気候値に基づく積雪地域
の分類および降雪種判別の自動化に関する研究」
により学術賞を受賞しました。日本の積雪地域の
雪質の違いによる気候区分（雪質分布図）を初めて
提案したこと、および降雪の種類を判別するため
の新たな概念の導出によって自動化に道を開いた
ことなど一連の研究が評価されたものです。
　山口悟主任研究員は「氷河の形状復元と流動モ
デルの融合による平衡線高度決定モデルの構築」
と題した論文により論文賞を受賞しました。この
論文は、博士論文の研究で開発した氷河の数値
モデルを過去の日本の氷河地形に応用することに
より、最終氷期の日本の山岳域の気候を再現する
という新しい手法を開発したことに関するもので
す。
　阿部修契約専門員は、「雪崩防災学研究と学会
運営に果たした多大な貢献」として功績賞を受賞
しました。高山域で発生する雪崩の要因となる“し
もざらめ雪” のせん断強度に関する研究及び積雪
観測ハンドブックや新版雪氷辞典の編集などの活
動を通じ、雪氷学の発展及び学会運営に大きく
貢献したことが認められたものです。
写真1　受賞した石坂研究参事(左)と阿部契約専門員(右) 写真2　受賞した山口主任研究員
